
古い空き家の賃貸住宅の活用と、住宅確保要配慮者の入居促進（株式会社 ナリカワ） 発表資料

課題 1、住宅セーフティネットの内容を知らない人が多い

目的 住宅セーフティネット制度をわかりやすく説明する

取組内容 3つの制度内容と神戸市の地域福祉の現状を説明

成果 アンケート結果で、言葉は知ってるが、内容を知らない人に理解できたこと
が分かりました。
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課題 2、耐震診断の手続きと流れが理解できていない人が多い

目的 耐震診断の申込みから耐震診断迄の流れを理解してもらう

取組内容 申込や診断報告書の実例を基に説明と耐震診断工事の必要性を説明

成果 空き家の活用に耐震診断が必要なことや、手続きの流れがわかってもらえた
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課題 3、古い賃貸住宅を貸すために改装が必要。改装箇所と費用がわかりにくい

目的 改装前後を対比して、改装必要箇所と費用を明確にする

取組内容 改装内容と費用を明確にすることで改装に取り組みやすいようになる

成果 改装がなぜ、必要なのか。費用をどのようにかけるのかを知ってもらいました
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課題 4、住宅確保要配慮者の入居の促進を進める住宅確保要配慮者の入居の

目的 配慮者の内容をわかりやすく説明することで、家主、管理業者の理解を深める

取組内容 住宅確保要配慮者の詳細を説明。神戸市での状況説明。

成果 家主、管理業者に理解が深まった
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課題 5、貸主が持っている入居者への不安や心配をどのように解決するのか

目的 貸主（家主）の悩みを一覧表にして明確にする

取組内容 高齢の単身入居者の対策を説明

成果 不安や心配の解決方法を明確にすることで、入居への理解が進んだ
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課題 6、空き家は色々な問題を持っている。1つずつ問題解決する必要がある。

目的 空き家のチェックリストを使用して、不動産の隠れている部分を明確にする。

取組内容 不動産の中で多いのは、底地、借地、共有、再建築不可、古い賃貸住宅、空
き家の問題解決に取り組む

成果 所有者の悩みや、相続対策の生前対策が明確になってきました


